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京都大学芦生演習林 における森林植生の
植物群落学的研究 と種間の分布相関についての考察
ヨ .吉 村 健 次 郎
Phytosociological studies on the forest vegetation and Investigation on 
the interspecific association of Kyoto University Forest, in Ashu, Kyoto. 
                      Kenjiro YOSHIMURA
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要 旨
1)京 都大学芦 生演習林 の天然生 林に単純 ラン ダム抽 出法に よって夫 々0.1haの 面積 を もつPlot
100個 を と り,そ の中63点 についてDBH10cm以 上の樹 について毎木調 査をお こない,さ らに各Plot
内に25m2の 小区を3個 ずつ とって灌木層以下 の植生調査 をおこなった。
II)亜 高木層以 下の植生 と先 に毎木調査の結果 よ り一一部報告 した もの と合せて検討 した結果次の よ
うな植 生群落 をみ とめた。
1)ブ ナ ーチ シマザサ群集
(Saseto-Fagetumcrenatae)Ass.table-1
この群集 は山腹 の上部 によ く発達 している。
a)ホ ンシ ャクナゲ亜群集
(Rん040プ8'05〃規)Ass。table-2
岩 の多い急 な斜面 にみ られ た。
b)ア セ ビ亜群集
(卿 万8'o∫〃π)Ass.table-3
尾 根に近 い南側斜而 にみ られた。
2)ブ ナー クロモ ジ群集
(Lindereto-Fagetum62で ηα`αのAss.table-5
当地域 に もっと もよ くみ られ るブナ林 であ って,山 腹 下部 に よ く発達 している。
3)ト チ ノキージsウ モンジシダ群集
(Polysticheto-Aesculetumturbinatae)Ass.table-6
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4)ツ ガーク ロソヨゴ群集 暖
(lliceto-Tsugetumsieboldii)Ass.table-7
5)ウ ラジ・ガシー ヒメアオキ群集(な )1
(Aucubeto-Cyclobalanopsidetumstenophyllae)Ass.table-8
6)2次 林Ass.table-9・
III)ブ ナに代 って伏条更新 によるスギが優 占しているPlotが 約10あ った。 スギは標高600m以 上`
の なだ らかな尾 根近 くに と くに発達 していて,そ の ような森 林について植 生お よびSuccesionの 研究
をす る必要 があ ると考 え る。l
IV)種 間 の分布相関 を検定す る もっとも簡 単な方法 として二項確 率紙 を用いて検討 した。 その結1
果4つ のグルー プをみ とめたがその グルー プの中では種 問に正 の相 関 を示 し,他 の グル ープの種 とは1,
負 の相関性を示 す ものが多い。又他の2つ の グル ープの種は各個 に他 の種 と負 の相関関係 にある。ll
鍵
[)緒 言
芦生演習林の森林植生 については先 に ランダム抽出に よって設定 した面 積0.1haの63Plotに おい1
てDBH10cm以 一L一の毎木調査 の結果 よ り考察 し概略 について報告 したが,今 回はさ らに亜高木層以 義
下 草本以一ヒの調査の結果 を検討 し先の高木層の研究結果 と合せて芦生演習林 の森林植生 につ いての検 澤
討 の結果 をここに報告す る。 馨
なおPlot数 お よび面積 な ど不十 分な点 もあ るので,芦 生演習林 の全 部の植/t….を示す ことはできな・曇
か ったが,こ れ を墓 として更 に調査 を進め将来 当演習林 の植生図 の作製 をお こない得れ ば幸 いである嚢
この調査の一部は日本林学会にも報告した。また調査および報告にあたっては四手井教授の御指導1
をうけ,岡 本氏および芦生演習林の方々の御協力を得たことを深 く感謝する。 嶺
肇
皿)調 査 方 法 ゴ畷
Plotは2万 分の1地 形 図上 に5m/mの 格子線 を画 きその各交点 よ り単純 ラン ダムに100点 を抽出し滋 髭「
た が実際 に調査 し得 たのは この うち63点 である。 ここにはPl・ ・・…7-3を 除 き62点 の調査蘇 を用灘
いた。 各Plotの 面積 は0.1haの 正方形 で,そ のなか のDBH10cm以 上の樹 木について毎木調査を},灘
行 。た.繊 表 にお、、て各樹鵬1。(DBH)・ の和 の百分率 を も。て膿 とi)L,・・0～75%(5),75～5(1`
%④,50～25%③,25～10%(2),10～1%(1),1%以下(+)と し高木層 とした。 ・1
さ らに各Plot内 に5×5mの 小Plotを3点 ずつ とって亜高木層以下 羊歯 以Lの 植 物について観察に'
よって被度 を高 木層 と同じ階級 を用 いて記録 した。 なお,群 落 の階層 は高 木層(毎 木調査の対象に糠(く)
。醐 木を・の厭 入繰),亜 献 層(・ または・一・m),低 網(・.・ 一・または・m),草 蠣(°.5'`
または1m以Fの 草本)の4層 とした。!
皿)芦 生 演 習林 の植 生 の概 要 ぼ
当演習林は標 高350mか ら960mの 問にあ って,気ll癸 は 日本海 型で,地 質は秩父古生層 よりなる。1・
その大部分は ブナ を主体 とする温 帯広 葉樹 林に よって占め られてい るが,特 徴 として アシオスギの.
条 更新が盛 んで,部 分的 にブナに代 ってL層 木の主体 をなす個所 も多い。!
森 林 を構成 す る植 物は ブナをは じめ として,エ ゾユズ リハ,ハ イイヌガヤ,チ ャボ ガヤ,ヒ メモ 、
雲
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ツル シキ ㍉ ヒメアナキ,ネ マ ガ リダケ,ハ ウチ ワカエ デ,ヤ マ ソテツ,シ ノブカブマなど日本海型
の植物が 多いが,表 日本型 との中間的な個所 もみ られ,太 平洋要素 であ る コハウチ ワカエデ,クRソ
ヨゴ,ミ ス メ,ア セ ビ,ク ロモ ジ,タ ンナサ ワフタギ などを含 んで いる個所 もあ る。 谷筋 には温 帯林
によ くみ られ る トチ ノキを主 とす る林分 が発達 し,サ ワグル ミ,カ ツラ,ハ イイヌガ ヤ,リ 。ウ メン
シダ,ジ ュウモンジシダな どが多 く,尾 根付近 にはモ ミ,ツ ガ,ゴ ヨウマ ツ,ヒ ノキな どよりな る群
落があ るが アカマ ツは非常 に少 い。 また演習林 の一部 は人 為的に変化 を うけてその多 くはスギ林 への
転換 がお こなわれてい るが,製 炭 用材伐採が おこなわれ た跡地 には広葉樹 の2次 林へ の移行型が み ら
れ る個所 も相 当あ る。 その他上層 を欠 きスス キの優占す る地域や,サ ワフタギの優 占す る谷筋 な ども
僅 かなが ら存在す る。
IV)植 生 群 落 に つ い て の 考察
1)ブ ナ林
A)ブ ナーチシマザサ群集
(Saseto-FagetunzcrencztaeSuz.-Tok.,1949)Ass.table-1
この群集 については先 に毎木調査の結果 よ り一部 報告 したが低木層以下 の組成 を含 めて検討 してみ
たい。
当演 習林 の ブナ天然林において亜高木層か ら低木層 に最 も頻度 が高 く優 占す る ものにネマガ リダ ケ
とクロモジをあげ ることがで きる。鈴木(の)はこの群集 の標徴種 と してハウチワカエデ,ハ イイヌガヤ,
TablelNumberoftreesineachdiametergradeinplotno.19-1
＼ 運 」 ・一・41・4-1818-2222-2626-・ ・3・-3434-3838-42t42-465・-5454-581計
ス ギ31212110
ブ ナ6653253312137
ミ ズ ナ ラ11
ネ ・ジ ・ギー 246
ア ズ キ ナ シ11
ソ ヨ ゴ11
コ ハ ウ チ1ノ カ エ デ22
言十141184374312158
Table`.?.Numberoftreesineachdiametergradeinplotno.23-2.
、
【`{径1・ 一 ・414-18・8-22122-261・ ・一・…-3434-3838-4242-4646-・・5・-5454-5858一計一rL-一 一一一一一_
ス ギ6103533131
ブ ナ11112219
ミ ズ ナ ラ222118
ア カ シ デ1225
コハウチ1ノカエデ123
ク リ11
ハ ウチ ワ カエ デ11
コ シ ア ブ ラ11
言卜8117875111234159
izs
ブ ナ ー チ シ マ ザ サ 群 集 組 成 要 約 だ:(京 都 大 学 芦 生 演 習 林)l
Ass・
,Table-1ummari、edass。 、、。、i。n、。bl。 。,Saseto-Fa。 。、。,_姻,。, U。 、。.,。,e,、,、 。A,h。.)・::
Campenment
Quadratnumber
Altimde(m)-1・畷 ミπ1「 留「56Say「黙1τi轟,τ 諏 嵩 離 一l
Exp°siti°n
Sl°pedegree
Topography
Soiltype
FeRUScrenal、 鐸灘4覇1購 蝶 卦l
l高麟 翫 測脇;岬 、1、}烈1・犀一(尉{∴},i:灘 ぜ.
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StewartiaPseudo-Camellia
Accrjapanicum
StyraxObassia
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Cldhra6ar6incrvis1,ヨ ウブ1十 十22十 十14十 十÷ 十1十 十21÷ 十 十!皿1
1高;Vib、rr1、mr、,1、,,。 材 力〃 キ++11++1+2+++++→.→..d++匪+
認 綿 、灘1蜜1ナ 筋,ギt++‡ ‡+++‡,、+、 、+++i.㌧+1捧,
・鰯 欝 繍 脇11・1騨1
、・++iz+++‡ ・‡92+31ヨ ・1++++陪、+}.ミ 撫
;$asasenanensisllexcrenataMenziesiaciliicalvxllydrangeahirto欝,{ll瞬聯 辮!厭 轡 llll旋1嘱 戦
;騰欝響1:熱lt票1∵;例∴1量 振∵;ll.rlr;z
i草1§arurc
spihiloropNaumしeriromila!:::nimc己三 A'i'rz71葦ヨ ‡+:::i+‡ ‡;+1‡ ‡重++‡t筆1:‡+1+‡F+1‡ll.[ 壬 ミ
騰1避 雛1}1∵ド++++、++++一;翻
聯 細 廊 ・万1,ガ 府 ・」 ‡刺 、+‡‡蜘 響 一'・ 調 遵、1・
1.F..1..
*141種 を46種 に 要 約1影 ...1..l
Summarizedin46speciesof141.
.・… 地 形
の 符 号(L・g・ ・d・fT・P・9・aph・)」 整..∴
1=lowerpartofslopeorvalley.山脚 又 は 谷 郵'1!印「 冑
m=middlepartofslope.山 腹.
r=ridgeorupperpartofslope.尾 根 又 は 山 腹 一L部 ・
㌔1。,1,「 霊の離;1胤 認 灘 盟:臨 黒a、 。、pec、。,w、、。hd_ty。 、rea。h、h。h,・Bht.1}:{l
oftheirproperlayer.
掌
チ シ マ ザ サ,ネ マ ガ リダ ケ,・ ・ ア オ キ,エ ゾ ユ ズ リ・・,ヤ マ ウ ル シ,タ ム シ ・・,ヤ マ ・テ ツ,シ ソ,
ブ・グ・などをあげていて,低 い所ではチシマザサのか籾 にネマガ リダ・が槻 することを指梶
てい る。今当地域 の ブナ林においてネマガ リダケが優 占す るPlotを 組成 表一1に まとめたが,上 渉
木 は ブナ,ス ギ,ミ ズナ ラ,コ ハ ウチ ワカエデ,コ シァ ブラ,ア カシデ,ア ズキナシなどが含 ま払
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低木層 には ネマガ リダケが特 に優 占 してい るが,他 にク ロモジ,ス ギ,リ ・ウブ,イ ヌツゲなどあ り,
草本 は ヤマ ソテ ッが多 く,シ ノブカグマ,シ シガシラなど羊歯類が多 い。
B)ブ ナー クロモジ群集
(Lindereto-FagetumcrenataeSasaki-Y.,1959)Ass.table-4
クロモジにつ いて鈴木等(の)は太平 洋型要素 としてあげてい るが,当 演 習林 の ブナ林には クロモ ジは出
現度が非常 に高 い。Plot調 査 において も中腹以下の谷 に近い所 ではササ型 に代 って ク ロモジが 優 占
し,あ るいはササ型 の上部 を占めている。鈴木(の)は風 の当 らない谷 間や積雪 の多い所 ではササ型が 少 く
・ハイシキ ミ型が発達す ると述べ,ま た佐h木 は近畿 ・中 国地方 の ブナ ーチシマザサ群集 にはハイ イヌ
ガヤ亜 群集が発達 し,芸(の)北地方 の植生 で,ク ロモジが ハ イシキ ミ型(らラ)に近 い ものであ ってハ イイ ヌガヤ
に代 って ク ロモ ジが発達 してい ることを報 告 しこれ をブナークロモ ジ群集(Lindereto-Fugetumcrena-
taeSasaki-Y.,1959)と 単位 づけてい る。 当地域の組成 表一2に 示 したPlotの 植物組成 をみ る とこ
の佐 々木(の)の報告 に よる芸 北の ブナ林に近い ものであ って,ク ロモジの他 タンナサ ワフタギ,コ ハ ウチ
ワカエデな ど太平 洋要素 も含 んではい るが,シ ロモ ジ,ス ズタケなどは全 くみ られず,む しろ 日本
海型特有 のエ ゾユ ズ リハ,ハ イイヌガヤ,ツ ルシキ ミ,ヒ メモチ,ヒ メアオ キなどに冨ん でい て,
.ハ ウチ ワカエデ,オ オ カ メノキ,ウ ワ ミズザ クラ,ヤ マ ソテ ツな ども多 く,や は り日本海型の ブナ
林としてブナー クロモジ群集 に属 す るもの と考 える。 そ して この地方の ブナ林 にはハ イイ ヌガヤの出
現度は比較的少 く林床 には ク ロモジ と共にヤマアジサイあ るいは コアジサ イが発達 して いる場合が多
1い 。
Table3.Numberoftreesineachdiametergradeinplotno.18…2.
＼ 墜
一1・ 一 ・41・4-・81・8-22122-zs34-3838-4246-・・58一 計
ス ギ1113
ブ ナ121127
テ ツ カ エ デ11
バ ク ウ ン ボ ク11
言十1111321212
Table4.Numberoftreesineachdiametergradeinplotno.19-'?.
＼
… 醗1・ 一 ・4t14-・8・8-2222-2626-・ …-3434-・842-465・-5454-58158一計
ス ギ11114
ブ ナ1143121417
ミ ズ ナ ラ22
ミ ズ メ112
コハ ウ層チ ワカ エ デ11
.ア オ ハ ダ11
'コ シ ア ブ ラ11
言卜1421441121728
130遜 屍婆二}
ブ ナー ク ロ モ ジ群 集 組 成 要 約 表*(京 都 大 学 芦 生 演 習 林)嬢
Ass.Table-4,..
S_。,izedass。 。i。,i。n,。bl。 。働,dereto-Fagetunt_。t。.(K,。 ・。U。i。.F。,e,・,1・A,h。ウ 蛍1還
1嚢1∬鋼撫騰騰洲1蜂!欄1
戸
12,馳rcus脚11鍋Nf.gmssesecreuミ ズ ナ ラ1.● ・!L`:～312333、 ～53233V3窪
k・ ・Sieboldiamm.〃 ウ 崩 ・・-1・ ・.n・lml・Lfn・ ・ 由11田Vi蔭
隊欝 欝 轡 幽 準 二 一 …,;1:+∴{1賠 掴 ≡'ff'h%;5
臓{{羅黒 隅;〆 卜;剛.、1.°1い 引 ・1串 評}11詫II∵?ll,a
冴 撫 譜 曲… 犠 縫 デ 川 旧 …,-IIl匡.由hllす 鮭薫
:::謙 ド ー.一;譜2!ll-_職_.,,、,2、__」_.一 一1_∴ ・一・ 一++,i+.1=IA
Cr叩 鷹r1邑 陣"11¢&疋 ギ ・il・2`,.-22E層2且12φ524+5+十+11i434i炉1十 十4+4十 四2.と
陸 響臨 溜1鼎 儒 砿 ∴ ミ・';.lll….:圏.ll卜 即 ・2一 …'1∴ ㌦i++ll榔ll
曇舗ss㍊1&;翻,vF}F弔}+、 、 旨2、'+{、 、1+∴+1:.鰻.,
:犠 糀 轡 舗 …1鰯7.1∴.… ∵+i∴..1卜+・++++2:2+zlla31+14_'1+.
1撫 篇 腔 「蹴:二 γ=.← 一 隠:浄 † け+ト"…1一 州+2+1‡ 縫
:層!難}腔 一郷::引 ・烈 洲 臣 一 ⊥:}+.,⊥ 礪
laxaemwMnvi:
iBvdruy;ceserveull:r,ll,ト,∴1∵!且21、21_{日 ト朋 卍++4+1購
1低1陪,岬ahl,1。 ・ア.・嗣1:一 ・ ・ 一 ・12・ ・11伺 ・it34・2・0量1!
Il{難 認 ㎜ 霧r{脚:1
:::1:…:1'11::'::1:1;1孫 三三1∵∴rtl
i,総 瀞 脚 ㎞ 灘 ・旨i一 諾 ・←網 ・一 ∵ 、:… ・.・講 ≡1
艦 蕪;:篶滋 一.:⊥}1:;;:∵糊i;斗ll;・1㍗1嗣一1{1∴欄
v、。1、、、騨 、 ベ ミレ刑 シ ・ 昌 斗 ・ 昌 ・ →H川 昌+・ ・+日 ・1}++匿+ .廉
騰墨灘 隠L幽1搬 ⊥エII島捕!l
;17*181種 を56種 に要 約 }.二
Summarizedin56speciesof181.**儲 踏 ∴臨
。,_、le-L!
宏叢
・塁
藷
1
稲」1満1
噸
C)ホ ンシ ャクナ ゲ亜群集{
(Rhodoretosu7yi)Ass.table-2
暖帯上部 か ら温帯林の中で岩角地 や尾根筋 など土地 的極相 林 として ヒノキ,ヒ メコマ ッ,ッ ガな ・
ヒノキ型の高 木の下に ツツジ型の灌 木が発達 す る群落については北関東,四 国 などで多 くの報告 一、
る。
山{6)"1四 国 の ヒノキ林 についての幸艮告によ ると酸性 の強 い尾根や岩 角IL,急 斜地 に盤 してい 、
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平洋側 の ヒノキ林 を ヒノキーシ ャクナゲ群集(Rhodoreto-Chamaecyparidetumobtusaのと命名 して
い る。 また佐 々木(の)は三徳 山 におい て ブナ林 の中 に含 まれ る ヒメコマ ツ,ヒ ノキな どの群落をツ クシ シ
ャクナゲ亜群集(Rhodoretosum)と して報告 し,三 徳 山においてはそのよ うな森林 の発達領域が極 め
て狭 く,ま た裏 日本型 の植物 によ って構成 され てい るこ とか ら北関東や四国 の ヒノキ林 と異 る もので
ある と述 べてい る。
今回の調査 において も僅か1Plotで はあ るが24林 班のno.3に お ける組成 をみ る と,高 木層 はス
ギ,ミ ズナラと共 にヒノキが多 く,灌 木層は ホンシ ャクナゲとクRソ ヨゴが発達 して いる。そ の他 に
は ピサ カキ,ホ ツツジもやや多 く,草 本層は イワウチ ワが特 に多 くオオィワカガ ミをまじえてい る。
その他僅 かではあ るが コハ ウチ ワカエデ,ウ ワミズザ クラ,ネ マガ リダケ,イ ヌッゲ,シ ノブカ グマ
な どをまじえ 日本海型 の要素 を有す る点や,周 囲 にブナ林が よ く発達 してい る点か ら太平洋側 にみ ら
れ る ヒノキ林 と異 なる もの と考 え,ホ ンシ ャクナゲ亜群集 とした。
D)ア セビ亜群集
(pierietosum)Ass.table-3
南川(の)は鈴鹿 山脈 において ブナースズ タケ群集 の中に低 木層のスズ タケに代 って アセ ビの優占す る群
集 にっ いてアセ ビ亜群集(pierietosum)と して あげ てい るがPlotno.3-1(組 成表一3)で は高木層
はスギ,ブ ナ,ア カシデ,イ ヌシデな どが優 占 し,低 木層 は アセ ビの他 ウラジロガシ,ホ ツッジ,コ
アジサ イ,ピ サカキな どが発達 し,草 本層 はオオイ ワカガ ミが特 に多 く土地 が乾燥 してい ると考 え ら
れる。
・}.
,幽L.
E)芦 生演習林の温帯広葉樹林に特に顕著な2～3の 種についての考察1.・.ξ .
i)ミ ズ ナ ラ{
'
Table5.Numberoftreesineachdiametergradeinplotno.1-1
}..'..旨.＼ ＼
＼ 直 径10～1414～1818～2226～3030～3446～5058～ 計.1諺1;.、.._.＼
ス ギ32117銭 薫.1
ミ ズ ナ ラ22起 塞
ブ ナ2114・ 綴.「ン`.
コ シ ア ブ ラ112,鳶
ナ ツ ツ ・・ キ123; ..1.・1
ア ォ ハ ダ112
イ タ ヤ カ エ デ11.、... ..「
言十853111221
.
Table6.Nnmberoftreesineachdiametergradeinplotno.3-1.
＼ 一一 直 径14 ～1822～2634～3850～5458～ 計1:
ス ギ1121艇
ミ ズ ナ ラ123で 、
1二■
コハ ウ チ ワ カ エ デ11哩
1
計 …121・ ・
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本 調査の結果 ミズナ ラが優 占 し,あ るいは ブナー ミズナ ラが半hに み られ るPlotが2～3(Plot
no.1-1,22-1,6-3な ど)み られ た。 中国地方 において もブナ林 の中に ミズナ ラが発達 している森 林
9)10)
が み とめ られていて,こ れを佐藤 は ブナー ミズナ ラ群集 とし,佐 々木 はまた道 後山 の ミズナラ群 落を
ミズナ ラー ク リ群落 として低木層 に ツノハシバ ミあるいはヤマボ ウシな どが多い と報 告 している。
芦生 における前記 のPlotに ついて検討 してみると亜高木層以下 においてはネマガ リダケ,ク ロモ
ジ,ス ギ,ヤ マアジサイ,コ アジサイ,草 本層 にヤマ ソテ ツ,イ ワウチ ワな どが多 く他 の ブナ林 の組
成 と大 きな差 がみ とめ られ ない。 またDBH10cm以 上 の立木 の組成 をみ る と表一5～6の よ うに
Plot内 の立木 本数 が少 ないのに加えて ミズナ ラの大径 木 を含 んでい るため(DBH)2の 百分率が大 き
くなっている ものでブナ林 の一部 と考 えてよいと思われ る。 この点 につい ては佐 々木が比婆の植 生 で
上記 ブナー ミズナ ラ群落 をブナ林 として扱 っているの も同じ考 えによる もの と思われ る。
ii)ス ギ
3)5)
鈴木はブナ林は針葉樹が混生する場合はスギ,ア スナロが多いと記し,佐 々木は中国地方のブナ林
にスギが多いと報告している。芦生地域にあっては伏条 によるスギの生育は特 に盛んであって,標 高
600m以 上のなだらかな尾根近 くでは純林に近いスギ林を多 くみることができる。 今回の調査結果 を
みても高木層でスギが優占するPlotは10(16%)以 上 をみとめたので林床植物の考察 のため特にス
ギの多いPlotを 組成表一5に まとめた。またこれらのPlotの みならず亜高木層以下においてスギの
11)
被度の高い個所 も少な くな く,ブ ナ林の中に伏条枝によるスギの後継樹が多 く,他 の調査によっても
被圧時の生長量は極めて小さいが,0.1haの 面積に400～800本 の伏条性稚樹があったと報告されてい
るQ一
このようなスギ林が発達す るのは多 くは山腹上部あるいは尾根筋であって,尾 根の上の陽光量が多
くやや乾燥 している個所には低木層に リョウブ,ア セビ,ホ ッツジ,ウ スギヨウラクなどが部分的に
発達 しているが,低 木層では特にスギの林分 と結びつきの強い種はみ とめられない。尾根の乾燥の強
Table7.Numberoftreesineachdiametergradeinplotno.2-1.
直径1・ ・一 ・41・4-・8・8-2222-2626-・ ・1・-34134-・838-4242-4646-・・1計
ス ギ1510785343156
ミ ズ ナ ラ261110
ブ ナ32117
ア カ シ デ2226
ミ ズ メ213
ホ ソバ ア オ ダ モ213
マル バ マ ンサ ク33
ウ ラ ジ ロ ガ シ112
ノ リ ウ ツ ギ112
リ ヨ ウ ブ22
ク リ11
イ タ ヤ カ エ デ11
コハ ウチ ワ カエ デ11
タ ム シ バ11
ソ ヨ ゴ11
エ ゴ ノ キ11
ネ ジ キ11
計i37【241・2}・ ・i・i・ 【 ・ 【 ・1・[・1…
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ス ギ 優 占 す るpoltの 組 成 要 約 表*(京 都 大 学 芦 生 演 習 林)
Ass.Table-5
SummarizedassociationtableoftheplotswichareoccupiedbyCryptoineriajaponicaD.Don
mostly.(KyotoUniv.Forest,inAshu.)
一
,。mpa,、.。.巳 林 旺122212.幽.「55丁 ・4'....2228・ ・27常 平
Quad・8-… 方形区翻1217141112薩 寝
Altiwd・(m)海 抜 鰯700530675720600580705840825度8
Exposition傾 斜 方 向WNWNESsENWNEENWSWωLm
$l°pedegree
Topography
Soiltype携 、38r・odd;縦 鋸14°m3B:32rBO,;1、,論ll
Cryptomeriajaponicaス ギ4444433333V4
_F8Ru・-ataブ ナ11_2221Nl
尚Q
uerwsmonROIicavar.grosseserrataミズ ナ ラi(十)1十 十(十)llllVl
Bewlagrossaミ ズ メli22311Vl
Acanthopanaxsciadophylloidesコシアプラ(十)11十11皿1木
C、。pi,.、laxifl。,aア カ シ デ111・1211Nl
Castaneacrenataク リ 十Ii十122Wl
Acersiebold:anumコ ハ ゥチ ワカエデ 十 十1(十)1十11Vl層
Aesculustor6inataFチ ノ キ2zIl
CarpinusTscLonoskiiイ ヌ シ デillnl
Linderaumbellataク ロ モ ジ 十十十 十十十32十11.十 十 十十 十十十 十十1十22十 十十V1
・CryptM
enzi:merlejsiatill、ap°nicacalyxζ。ギ。ぎ ラク+‡++,宰1+31‡.i++izi+一++,3+13223+'2Vml
CletLrabarbinervisリ ョ ウ プ 十 十十十 十 十十 十 十十 ・←1、 十十12十 田 十
_Hamam。ssjap。.i。 。va,.。bmsataマルバマンサク+++++++3±n1尚
Daphni,hYll_。 。,。P、d_。,,h。mil,エ ゾユズリ・・+211'2+2nl
Tripetaleiapaniculatovar.lati(oliaホッ ッ.ジ44十 十.11
・RhustriFraxinus・hocarpaSiehold、。.、.某;霧ダモ 、+‡ 、++++‡ 宰++++士 ‡ 畠T
Pierisjaponicaア セ ビ 十3十 十 十Il
・:tyrax°bassia
ymplocoscoroan、 甥 朔,ギ++1+++++211
Torreyanuci(eraradicansチ ャボガヤ1十 十311
F噛
Hydrangeahirtoコ ァジサイ 十221十 十 十十132十 十2十 十 田i
低Hydrangeaserrataヤ マァジサイ 十122十22nl
Aucub、jep。 。i,av。,.b。,ealisヒメアオキ+izz+2+2341nl
・Ilez.CrenataEuonymuslanceolatu,瑞 ζ。,++‡++++‡+++++++++++津+噛+N+n+
Skimmiaj、p。ni。 。v。,.rep,n、ツルシキ ミ++++++1+
層H。g。,i。 」。p。ni、 ア ク シ バ++++++++++皿+
Euryajaponicaピ サ カ キ 十 十2← 十 十1皿+
Pl、giog,,isM。,、_ea.8ヤ マ・テ・512144+i→ ・+.1・2113.32→ 一+++1+N2
草Sh。,tiaunifl。,aイ ワウチワ131++12143+Hl
P。1,、、,h。P、i_、IC8シ ノブカグマ+1+2++11++++++皿1
S,,ath。P,。,i、nip。 。i。aシ シガ シラ+++++++一 トト 什ー+++皿 職゜ +
・Polystichopsisstandishii
Dryopteriscrassirhizom、 搾 ・Y・ ダ+f31++一++11{Ii
A,h,,i_,。,h。_タ ニイヌワ ラビ+21→ 一・←1++皿+
層D,y。pfe,isSaba。iミ ヤマイ タチ シダ+++++.←+1→ 一+n+
A、tilb,Th、nb,,9・ ・ アカ シ,ウ マ+++++++1-.1・ 一..一 ⊥L二.-1-
S,hizoph,a、 。。hyd,an、,。idesイワガ ラミ++++++++++2++++→.++.・++W+
蔓 ・
・Lisand・a・iR・a・ ・ プ+}+ .… 土.⊥...一..!.⊥1:..ニ ー一一一U-.、一.⊥ 」1a+.酬一一._.「.._.7-一.一.一 一 一.一.一 一.一.r門..一
*150種 を41種 に 要 約
Summarizedin41speciesof150.
*****Ass .table-1と 同 じ
AsterisksmeanthesameasinAss.table-1.
い所 では高木層 の発達が悪 いため上記の ツツジ型が多いが,ス ギの多 い個所 では 概 し てPlot内 の
(DBH)nの 合計 も大 であ って組成表一5の いずれ も全部の平均値40m2/haよ り大 きい。 このため(り)つ
つ閉度縞 くササ型の侵入がみ られず㈱ ま・ 妊 ジ,エ ゾユ ズ リー など一 イシキ ・型が僅かにみ ら
れ,躰 胤 発齢 悪 くヤ マ,テ 。、願 ・が ブナの麟 な林分 に比べ ると発達・・悪い。その他 シ・ブ
カグマ,シ シ ガシ ラ,尾 根 ではイ ワウチ ワな どが ある。
ブ瑞 における燃 生林のスギについては嚇 ブナーアシオスギ騰 と呼んで・・るが,繊 表'5
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をみ る と一ヒ層木 と林床植物 との問 に特 に明らか な相関 をみ いだす ことはで きない。 このような天 然生
スギの多 い個所 につい てPlotの 抽出法,面 積 な どを検討 して調査 をお こない植物社 会学的考 察をす
る必要が ある と思 うが今後の課題 であろ う。
2)ト チ ノキ林
トチ ノキー ジ ュウモンジシ ダ群集(の)
(Polysticheto-AesculetumturbinataeSasaki-Y.,1959)Ass.table-6
トチ ノキの発達 しているのは谷筋 の崩石土 あるいは堆石地が多 く,湿 潤で土質が不安定 であ るが肥
沃で あって,林 床植物 の種類が非常 に多 く,組 成表mに 含 まれ る種教 は189に お よん でい る。 組成
的には これま で各地で報告 されてい る トチ ノキー ジ ュウモンジシダ群集 と共通 した種が多 く,標 徴種
としては高木層 に トチ ノキ,カ ツラ,低 木層 にハ イイ ヌガヤ,草 本層には リョウメンシダ,ジ ュウモ
ンジシダをあげ ることがで きる。
トチ ノキが優 勢な森林 においては下部 にハイイ ヌガヤ,リ ・ウメンシダが発 達 してい るが,上 層を
カツ ラが 占めている個所 では トチ ノキの下 に少 ないネマガ リダケ,ヤ マ ソテ ツ,シ ノブカグマな どが
多 くなるよ うである。
Table8.Numberoftreesineachdiametergradeinplotno.9-5.
直 径 ・・一 ・4・4-1818-2222-2626-・・1・一・・34-385・-5454-58計
ト チ ノ キ322112213
イ タ ヤ カ エ デ2125
ケ ン ポ ナ シ1214
オ オ モ ミ ジ1214
オ ニ グ ノレ ミ1113
ス ギ1112
ヌ ル デ112
バ ク ウ ン ボ ク11
イ ヌ シ デ11
エ ゴ ノ キ112
計8716632・2237
Table9.Numberoftreesineachdiametergradeinplotno.5-4.
直 径10～1414～1818～2226～3038～4246～5058～ 計
ト チ ノ キ11
カ ツ ラ112
サ ワ グ ル ミ21115
ミ ズ キ112
ス ギ112
ミ ズ ナ ラ11
イ タ ヤ カ エ デ11
イ ヌ シ デ11
チ ド リ ノ キ11
計 …[・ ・3・i・6
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トチ ノキ ー ジ ユ ウ モ ン ジ シ ダ 群 集 組 成 要 約 表*(京 都 大 学 芦 生 演 習 林)
Ass.Table-6
SummarizedassociationtableofPolysticheto-Aesculetunaturbinatae.
(KyotoUniv.Forest,inAhsu.)
C。。,。rtment一 諌 班 コ ー 蚕7-「 ・71852851321常 平
Q・・d・a-… 方形1鰯11512253・22慶 寝
・Alcimde(m)
. .海 抜6054355404305958805207506701;^J
Exposition傾 斜 方 向NWSWNEWWWESWNW宕LY
SIoyedegree
Topography1鐙 翁}角,霧n,..2348ml°333°ml°sal°lll
Soiltype土 壌 型BDBoBDBDBDBDBDBD二 遊 §馳
Aesculuswrbinataト チ ノ キ5433321122v3
Cer,idiphy 。mjap。ni・ 。mカ ツ ラli513皿2
高YterocaryarLoiforiaサ ワグル ミ12Rl
ZelkovaSerratoケ ヤ キ211 .
Cryptomeriajapo【iicaス ギ11112123n「2
C・・piousTsch…skiffイ ヌ シ デ1エ1・ 皿1
Caenuscontroversaミ ズ キ(→ ・)°軸(十)121田i
木Acermonoイ タヤ カェデ12十(十)田1
・Acerpalmatumvar.amoenumオ ォモ ミジ'1十 「111十1R「i 、
ACerrufinerveウ リハ ダカェデ(十)1(十)11ml
Hoveniatomentellaケ ンtナ シ111111
Faguscrenatoブ ナ2(十)12111
層Quercusmongolicavar.BrosseSerra[aミズ ナ ラi(十)2十12皿i
Betulagr°ssa
AcerSiebaldianum二.粥,。 デ11‡;㈲[,1晋1..
.
Cepha】olaxusHarringtonisvar.nanaハイイ ヌガヤ:4123十 十十 十十4311十 十 十十2W2
豊:盟 臨 溜 ・・ 張 ぎ[1+++++211+‡zi÷1‡
Vibu「numfu「caromオ オカ メノキi噛 十 十 十 十 十十 十II十
幽
木Symplocoschinensisサ ワフタギ 十十 十.十 工 十
S[yrasjap°nica
Acercarpinifoliumt7」3h'9.ノ ‡41++'。+}士
Sasasenanensis率 マガリダケ1十245222十II1
・HydrangeaserrateAucubajaponica.va,.、.re。 、,解搾+一+.321++1帯+2';22+2瑠l
Hydrangeahirta
Torreyanucifer_,。d、,。ns早;羅1=‡++÷344}1
層IlexcrenacaRubusPalma,us‡ 葦 享Yl++++「 ト++1、1F+++++ull‡
・langiumplatanifoliumウ ・・ キL≒4
～ 菖__.-L・ ・II+ .
・P°lystich°psisstandishiiPolystichumtripteronYlagiogyriaMatsumuraneana
lsodonlonXitubual影 響 にll＼ な ∴231・z・smmmmzi
Elarosremaumbellatumvar.majusウワバ ミシ ウ!13il++ミ!・ ←+皿1
木ox・li・Acet・ ・ellav…1…nicaミ ヤ マカ タバ ミ :1÷.← ・←+1+++++++++皿+
V'iolavaginataス ミレサイ シン1十 十 十 ←十十 十 十 十u十F
Petas-itesjaponicusフ キ 十2-←1十
層Disporumsmilacinumチ ゴ ユ リ.十.、3十Ii
lCaresM°rr°wiiDryopteriscrass、,、、zoma穿 ン蕩i…+i+詞+汁1二.、 一+IIO‡匡 麩
剛 一 睡 融 ・'伊 … .ま コ 三 ⊥ 三 ±∵ に..、 ゴ.,一 世 三Zm+
*189種 を41種 に 要 約
Summarizedin41Speciesof189.
7k****Ass.table-1と 同 じ
AsterisksmeanthesameasinAss.table-1.
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3)モ ミーツガ林
ツガーク　 ソヨゴ群集(の)
(lliceto-TsugetumsieboldiiSasaki-Y.,1959)Ass.table-7
当演習 林の標 高600m以 上 は準平原 とな ってい て尾根 もなだ らかであ るが,そ の尾根が由 良 川
本流 へおち こむ部分 では急峻 な尾根 となっていて,こ の よ うな個所 にこの群集 が み ら れ る。 調 査
結果 に現われたのは .1Plotで あ るので断定す るには資料が不足 であるが上記 の群集 と考 え ら れ
る。
Table10.Numberoftreesineachdiametergradeinplotno.8-1.
＼ 一一解 」 ・一・414-・8118-22122-2626-・ ・t・-3434-3838-42158-1計
ス ギ431111213
モ ミ111115
ツ ガ112228
ヒ ノ キ11
ゴ ヨ ウ マ ツ11
ア カ シ デ8311
ソ ヨ ゴ325
ア ナ ハ ダ325
ク リ123
ネ ジ キ112
ツ ク バ ネ ガ シ112
コハウチ ワカエ デ11
ヤ マ ザ ク ラ11
タ カ ノ ツ メ11
ホ ソバ アオ ダ モ11
コ ナ ラ11
ア ズ キ ナ シ11
ア セ ビ'11
ミ ズ メ11
イ イ ギ リ11
言十3017345121265
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ツ ガ ー ク ロ ソ ヨ ゴ 群 集 組 成 要 約 表*(京 都 大 学 芦 生 演 習 林)
Ass.Table-7SummarizedassociationtableofIliceto-Tsugetumsieboldii.
(KyotoUniv.Forest,inAshu,)
lc。m,。,、men、 林 一班81.
Quadratnumber方 形 区 番 号l
Altitude(m)海 抜480
Exposition傾 斜 方 向SE
SIopedegree傾 斜 角 度48
Topography1地 形m**
Soiltype」:壌 型B.、
Cryptomeriajaponicaス ギ2
Abiesfirmaモ ミ3
高.TsugaSieboldiiツ ガ1
Pinusparvif[oraゴ ヨ ウ マ ツ 十
Chamaecyparisobtusaヒ ノ キ 十
木Carpinuslaxifloraア カ シ デl
Castaneacrenataク リl
Hoveniatomentellaケ ン ポ ナ シ.1
層Quercuspaucidentatoッ ク バ ネ ガ シ11
Evodiopanaxinnovansタ カ ノツ メ1
Quercusserrataコ ナ ラ+ -
1亜Pierisjap°nicallexpedunculosa;砦t321
.,、.Rhododendronreticulatumコ バ ノ.ミ ッ バ ッ ツ ジ2-1-
1"IC・ypt・meriajap・nicaス ギ++ .
木Ly°niaCl
ethra°valif°liavabarbinervis「.elliptica否∴ ㌻.i
層Hamamelisjap°nicayaAcertenuifolium「'°btusata訓 鶏 ζ 。 ∴1
.1
剛 温 灘,,。 血 犠 薇,キ ー1+li
木Linder.aumbellataク ロ モ ジ ー1..
・EuryaHuger、jap°nicaajaponica甥柔 †∴
一
薬CarexM°rr°wiiShortiauniflora狙蕩1旱
・Struthi°pterisYlagiogyriaM。nip°nicatsumurean、鵜 掬++‡
h.禰
隆 匝h…phrag…ydra・g…desイ ・ ガ・ ・..← 一
*64種 を28種 に 要 約Summarizedin28speciesof64 .
**Ass .table-1と 同 じAsterisks.meanthesameasinAss.table-1.
4)ウ ラ ジRガ シ 林
Table11.Numberoftreesineachdiametergradeinplotno.7-1.
一 
直 径10～1414～1818～2222～2626～3030～3434～3838～4242～4650～5454～58計..一 一
ス ギ946120
ウ ラ ジ ロ ガ シ13511211116
ソ ヨ ゴ41218
タ ム シ バ2114
ア オ ハ ダ213
ネ ジ キ112
ミ ズ メ11
ミ ズ ナ ラ11
ク リ11
コハ ウチ ワカエ デ11
ア カ シ デ11
リ ョ ウ ブ1'1
-一一
計 ・98}1・662・3・2・59
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ウ ラ ジ ロ ガ シ ー ヒ メ ア オ キ 群 集 組 成 要 約 表*(京 都 大 学 芦 生 演 習 林)
Ass.Table‐S
SummarizedassociationtableofAucubeto-Cyclobalanopsidetum
stenophyllae.(KyotoUniv.Forest,inAshu.)
ComPa「tment林 班710L常 平
Quadratnumbe
Altitude(m)「 窪鰯 援170,154。zsn、 奮 馳
E・・・・・・… 傾 斜 方f'7SSESr驚
Slopedegree傾 斜 角 度405047冒m hT°p°graphy
Soiltype聖 顯 バmBumBu擁 §
Quercussalicinaウ ラ ジ ロ ガ シ332V3
Cryptomeriajaponicaス ギ213V2
Carpinuslaxifloraア カ シ デ222V2
Quercusmongolicavar.grosseserrataミズ ナ ラ121Vl
Betulagrossaミ ズ メ211Vl
Castaneacrenataク リ →一 一1-十Vl
CarpinusTschonoskiiイ ヌ シ デ1…1[Hl
AcerSieboldianumコ ハ ウチ ワカエ デ1G-)十IVl
Faguscrenataブ ナ211
Quercuspaocidentataッ ク バ ネ ガ シ111
Linderaumbellataク ロ モ ジ 十11十 十2十22Vl
Cryptomeriajaponicaス ギ442十1111V2
Hamamelisjaponicavarobhasataマ ル バ マ ン サ ク 十12十3十 十Nl
Pierisjaponicaア セ ビ 十24十 十 ・1一十1Vl
Ilexpedunculosaソ ヨ ゴ1111D【1
Magnoliasalicifoliaタ ム シ バ1・ 十 十u十
C】ethrabarbinervisリ ヨ ウ ブ 十 十 十2十ml
FraxinusSebodianaホ ・ソ バ ア オ ダ モ 十 十 十 十 十 十 一}一 ㎜ 十
Menziesiacliicalyxウ ス ギ ョ ウ ラ ク2十 十 十 十 皿1
Lyoniaovalfoliaネ ジ キ1十1十
Rhustrichocarpaヤ マ ウ ル シ 十 十 十 十 十 十 十N十
CephalotaxusHarringtoniavar.nanaハ イ イ ヌ ガ ヤ 十 十1十
Daphniphynummacropodumvar.humileエ ゾ ユ ズ リハ 十1十
Hydrangeahirtaコ ア ジ サ イ 十222十13N2
Aucubajaponicavar.borealisヒ メ ア オ キ 十 十1十
Euryajaponicaヒ サ カ キ 十 十2十 十 十21V1
皿excrenataイ ヌ ツ ゲ 十 一十.十 一1-十・1十 十IV→-
Hugeriajaponicaア ク シ バ 十 十1十 十iu十
Sasasenanensisネ マ ガ リ ダ ケ 十 十'十 十II十
SkimmiajaponicaVar.repens、 ッ ル シ キ ミ 十'十1十
Aucubajaponicavar.borealisヒ メ ア オ キ 十 十1十
PlagiogyrisMatsumureanaヤ マ ソ テ ッ121十 十 十32Vl
Shortieunifloraイ ワ ウ チ ワ2222皿1
Struthiopteris・niponicaシ シ ガ シ ラ 十 十 十 十 十 十 十m十
Disporumsmilacinumチ ゴ ユ リ 十 十 ・十 十1皿 十
CarexMorrowiiカ ン ス ゲ 十 十 十 十II十
Plagiogyriajaponicaキ ジ ノ オ シ ダ 十 十 十 十n十
'
Schizophragmahydrangeoidesイワガ ラ ミ 十 十十 十 十十 十IV十
i
*93種 を37種 に 要 約
Summarizedin37speciesof93.
*****Ass .table-1と 同 じ
AsterisksmeanthesameasinAss.table-1.
ウラジ ロガシー ヒメアオキ群集(リ)
(Aucubeto-CyclobalanopsidetumstenophyllaeSasaki-Y.,1958)Ass.table-8
常 緑広 葉樹林か ら落葉広葉樹 林へ の移行帯 である当地域 では ウラジ ロガシが標 高700m付 近 までみ
られ るが,広 い面 積にわた って ウラジロガシが優 勢な個所 は殆 ん どない。2次 的 な森 林に ウラジRガ
シが現われ ることが多いが,こ れはむ しろウラジロガシの領域が低 い所 であ って,早 くか ら作業の対
象とな って人為的に変化 を うけやすい位置 にあ るためであ ろう。ウラジ ロガシがやや優 占す るPlotを
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組成表mに 示 したが,上 層木 は ウラジ ロガシ,ア カシデ,イ ヌシデ,ミ ズメ,ミ ズナ ラな どで亜高
木層,低 木層 は ソヨゴ,タ ムシバ,ク ロモ ジ,マ ルバマ ンサ ク,リ ョウブ,ア セ ビ,ウ スギ ヨウラク醜
コアジサ イ,ピ サカキ,イ ヌツゲなどが多 い。草本層 にはヤマ ソテ ツ,イ ワウチ ワが特 に発達 し,ヵ
ンス ゲ,シ シガシ ラな どがま じる。
また南川(の)は鈴鹿山脈 の ウラジ ロガシ林の中 にアセ ビ亜群集 を報 告 し,比 較的乾燥 した ウラジロガシ
林 の亜高木層 にアセ ビが発達 した群落 をあげ ているが,当 地域に もこれ に近い ツツジ型 の群 落がある
よ うであるが詳細 な調査 をしなければ 明らか でない。
5)2次 林
Table12.Numberoftreesineachdiametergradeinplotno.9-3.
直 径1・ 一 ・4・4-・8i18-22122-26126-・ ・i・-3434-3838-4246-・・ 計
ス ギ32117
ア カ シ デ76321120
ク マ シ デ423110
ク リ11125
バ ク ウ ン ボ ク314
ブ ナ22
ミ ズ ナ ラ11
イ ヌ シ デ11
ウ ワ ミズ ザ ク ラ11
コハ ウチ ワ カエ デ11
ア ズ キ ナ シ112
ホ オ ノ キ112
エ ゴ ノ キ1113
コ シ ア ブ ラ112
カ ナ ク ギ ノ キ1113
ウ ラ ジ ロ ガ シ112
リ ョ ゥ ブ22
オ オ モ ミ ジ11
ミ ズ メ11
計24151264214270
Table13.Numberoftreesineachdiametergradeinplotno.20-3.
直 径10～1414～18・8～2222～2626～30計
ブ ナ358
ミ ズ ナ ラ301011143
ア カ シ デ721111
コ ナ ラ222129■
ク リ2428
イ ヌ シ デ4127
ミ ズ メ527
ア ズ キ ナ シ22
コ シ ア ブ ラ11
計562665396
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2次 林 組 成 要 約 表*(京 都 大 学 芦 生 演 習 林)
Ass.Table-9
SummarizedassociationtableofSecondaryforests.(KyotoUniv.
Forest,inAshu.)
C。・,・・一...一.林 班 一2・125U91。 常 平
Quadracnumberノ ∫形区番}}311327f.均
Altitude(m>海 抜68062048054G770度 被8
h
Exposition傾 斜 方 向NWSNW 、NE① 度 巨c
Slopedegre
Topography・ ・ 罐 斜 角 繹1館.蕪42ml°38rl糞
S・itlYP・
、.L.響...型B・ ・④B・B.・B・P・ 忙QV
Cryptomeriajaponicaス ギ322皿2
Carpinuslaxiflaraフ7ヵ シ デ22玉31V2・
Castaneacrenatoク リ12122V2
高Faguscrenataブ ナ1(十.,13ml
duercusmongolicavar.grosseserrataミズ ナ ラ311皿1
Quercussalicinaウ ラ ジロガ シ2'(十)1r≫ .1.St
yrazObassiaバ クゥ ンボ ク111十 】Vi
Sorbusalnifoliaア ズキナ シ1(十)1十IV1
木AcanthopanaxsciadopLylloidesコシァ ブラ 十111Nl
Carpinusjaponicaク マ シ デ(十)1111Vi
AcerSieboldianumコ ハ ゥチ ワカエ デ(3)1111Vl
ptunasLrayanaウ ワ ミズザク ラ(十)11十Nl
Acerpalmammvar.amoenumオ オ モ ミジ12(十)m1
層AcerpicWmvar.disrectumア サ ヒカエ デ 十3111
CarpinusTschonoskiiイ ヌ シ デ12皿1
Hoveniatomentellaケ ンポ ナ シ2 、Ii
ee「CUSSC「 「ataコ ナ ラ
.21⊥ ↓
CletLrabarbinervisL1ヨ ウ ブ 十1十2十 十十 十1十1]Vl
Menziesia
Styraxja,ciliicalyxonica響 鴛 ラク+2∵-+†+WII1-{一
宣FraxinusSieboldianaホ ソバ ァ オダモ 十2十 十 十nll`'ICephalotasusHarringtoniaV8[
.nanaノ 、イ イヌ ガヤ 十 十.十1十
木Prwnsincisavar.kinkiensisLiuderaumbellata鍬轟 ザ クラ ‡ ‡ ‡‡+i+++Il+m‡
・FaguscrenataPi
erisjaponica7。 書13+++,{i
Cryptomeriajaponicaス ギ 十 十 十f11211工
Sasasella【 】ensisネ マガ リ ダケ11,453・ 皿2
低11ydrangoaserrataヤ マァ ジサ イ2十 十2十 十2田2
Hydrangoshirta_,ア ジサイ 十11121十 十 皿1
木Aum」bajaponicavar.1)orealisヒ メァ ォキ 十十 一ト 十1十 十m十
・騰 雛 罧鐸」 .+++・ 三.。ll
PI・giugyri・M・t・um・reanaヤ マソ テツ++廿zzi皿1
Ylagiogy['isjaponicaキ ジ ノオ シダ 十 十 十十II十
草nryoptorissabaeiミ ヤマ イ タチ シダ 十十千 十.十 十十1皿 十
Isodortlθ'igimbusア キチ ョゥ ジ ÷ 十 ユ・3十 且1
Pniystichnpsisstandishiiリ 三」ウ メ ンシダ ーi-・{-5..H1
本CaresMorrowiiカ ン ス ゲ.11十 十 皿 十
§蹴 暫 蹴 … 糊 享評 ダIJ+.++++・¥才
層Shortiesnldanelloidesvar.magmaオオイ ワカガ ミ4一 ト11
Struthiopterisniponicaシ シガ シラ.←1十 十 皿 十
Vi°lavaginata
Schizophragmahydrangeoides
-1}券 芸{芸.」 目 ⊥ 一 一fttF・± 什.臣 歪
*150種 を46種 に 要 約
Summarizedin46speciesof150.
*****Ass .table-1と 同 じ
AsterisksmeanthesameasinAss.table-1.
当演習林には比較的最近人為的変化をうけた ものからすでに極相に近い状態に回復 したものまで2
:林が連続した形でみられる。
ここでは極相に近いものは他の組成表に含めたものもあるが明らかに若い2次 林 と考えられるもの
組成表mに まとめた。それらのPlotの 位置をみると比較的作業に便利な由良川本流沿いの事務
に近い林地や,中 山作業所の近 くに多い。また製炭用材の伐採跡地は上層木が若 く表一12～13の よ'
に直径が小さい。上層木 も種類が多いが低木層以下は不安定な状態で明らかな優占種をみいだすこ
が困難であ り,草 本層も発達が悪い,
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V)種 間の分布相関について
ある地域内に特定の2種 が共に出現するか,あ るいは反機しあ う傾向を示すかという分布相関にっ
いて従来い くつかの方法が考えられてきた。最 も直接的な方法 としては2種 の存在量を2変 数として
相 関係数 を勅 る舷 が あ13).あ るい1ま四分表 を応用す る方法君c。19)leの 指数 などが あげ られるが
対象 となる種が多 くなると組合せの数 が大 き くな るのでいずれ を とって も計 算量や数表が ぼ う大な量 、
となってたいへん な手数 とな る。そ こで1Plot内 における各種 の数量 な どは別 としてそのPlot内 に
そ の種が存在す るか否 かだけを問題 にす る ことに して次のよ うな簡易検定法 を用 いてみた。
今全域に ランダムにN個 のPlotを と って調査 した結果,A種 がN,,個 のPlotに 出現 し,ま たB種
がNR個Plotの にあ ったとす ると表一14の よ うな四分表が得 られた とす る。
Table14.四 分 表Table15.
B種B種
在1不在 在 不在
在abnRA在PAYXPA(1-1)X)
A
不 在C、ZN-nA種 不 在PR(・.PA)(・-PA)(・-PR)
種 nqN-nRN111
今仮に先験 的に,A,Bの 出現確 率PA,PRが 分 ってい るとす れば,四 分表 の各 出現確率 は表一15
の ようにな る。
凸 ・PR-.a
PR(1-PA)需 、島
PA(1-PX)騙 瑞Pi+鳥+瓦+P4=1
(1-PA)(1-PR)=P4
とお くと表一14の ような組合せ ので きる確率 は多項 分布 であるか ら
N!
a!b!c!d!隅 ・凧 ・(・)
である。今共存す るPlotの 出現率Piだ けを考 える とすると(1)を書 きなお して
N!
a!b!c!d,即 勘 聾 濫 α島1・(鳥 鴉c鳥 と ×N!P.,十、a十乃)N-aα∫(N-a),即(鳥 ・Pi+'1g)N-a
〔∵N一 α+b+C+ゐ
このv,C,dの 全ての組合せに関する和をとれば右辺の前半は1と なるから 蕩'
a,(N!N-a),・ 坪(1-P,)N-a灘
.れ は二項分 布であ る.ゆ えに も。とも簡単 な齪 法 として.;二 働 共 に出現す るPl。・数 ・熊
鰹 熱2二 項分布からでてきたものであるという帰無仮設をニー を用いて検定驚
この四分表 によるより正確な一般的検定法 としてはPearsonのx、 検定法があるがこれはt嚢 難1
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・・一(a-NP,)'NP
I・NP.,+(° 売 澤)2+(d-NPq)'NP9
自由度3のx一 分布に従 うもの として検定 す る方法 であ る。また前 記のよ うに四分表 を用 いてadと
の大小 を比較す る方法や,Coleの 指数 な どがあるが二項確 率紙(のゆ)によるのが もっとも簡 単だ と思 わ
る。
今回の植生調査 によって出現 した草本以上 の植物種数 は約288種 で あって,そ の中,全Plot数 に対
て10%以一ヒすなわち7Plot以 上 に出現している124種 について2種 ずつの組 合せ,7626組 について
関性 の検定 を行 った。 その結果5%以 下の危険率で正 または負の相関性のみ とめ られた ものについ
グル ープに分けて表一16に 示 した。 上記の よ うに この検定はPlot内 の種 の数 量は考 えずに存否 だ
に よって検定 した ものであるので,ス ギ,ブ ナ,ミ ズナ ラ,コ ハ ウチ ワカエデ,ク ロモ ジ,ヤ マ ソ
ツのよ うに出現度 の特 に高 い ものは他種 との相 関性 がみ とめ られなか った。
種 毎の相関性の正負に よって グル ープに分 けてみ ると,G.1に 含 まれ る種 は尾根筋 の乾燥 した所
好 む ものが多い。 そ して逆 にG.IIの ものは谷に近 い湿潤 な土地 を好む ものが多 く,G.1に 含 まれ
種 の多 くはG.IIの 種 と反 擾 しあ う傾向を示 しこの2つ の グル ープの性格 が よく現 われている。
IIIの グル ープに含 まれ るエ ゾユズ リハ,キ クバ ドコロ,ナ ツエ ビネなどは グル ープ内の相互間 に
の相関が ある と共 にその中 のある種 はG.IIの 種 に対 して負の相関性 を有す る。 またG.IIIは 正 の
関 によ ってなお2～3の グル ープに分 けることが できるよ うである。G.VIの 種 はや は りグル ープ
では正 の相関 を示 しG.1,G.IIIの 種 に対 ては負 の相関 を示 してい る。 その他G.IVお よびG.V
中 に含 めた種は夫 々他の種 と正 の相関性は示 さないが,G.IVはG.IIとG.VはG.1の 種 と各個
負の相関性 を示す ものをま とめた。
以上の検定は ランダムに とった0.1haのPlot.中 に存在 していたか否か のみ によってお こなった も
であつて,数 量的な関係を考えてい ないので1Plot内 で支配的 な植物 も1個 体 のみ しか存在 しない
物 も同 じ比重を もって比較 してい るのでその点で不明確 な面 もあ るが,G.1とG.IIに 含 まれ る種
ついては比較的は っき りと性格が現われてい ると思 う。 しか し他 のグル ープについては なお検 討の
要があ るで あろ う。
VI)結 言
今回 の調査 は主 な 目的 が異 なるため芦生演 習林 の森林植 生の全 部を推察す るにはPlotの 設定法 お
びその面積 が適 当であ った とはいえないので詳細 な点 については今後調査 を重 ねてお こなわね ばな
ないが芦生 における天然生林 の概略 はつかみ得 た と思 う。
総体的 にみる とブナをはじめ とする落葉広葉樹 によ って森 林の大部分が 占め られ ている。一部 に ウ
ジ ロガシの侵入 もみ られ るが,ブ ナ林 の下限が比較的低 い所 によ くみ られ るのはこの地域が これ ま
人為的 な変化 を うけるこ とが少 なか ったの と,裏 日本型 の気候 による ものと考 えられ る。
林床 にはネマガ リダケ,ヤ'マ ソテ ツと共 にク ロモジが よ く発達 しているが,ク ロモジはこれまで太
洋要素 としてあげ られ てはいるが 中国地方 の裏 日本型 のブナ林 に も結 びつい ていること も考え ると,
生演習林 のブナ林 はネマガ リダケ型 とク ロモジ型 に大別 できると考 えられ る。 また伏条更新に よる
然性 スギが 多 く,調 査結果 をみ ると上層木 におい ても下層 において もスギが優勢 なPlotが 意外 に
い。本来 はブナ林 によって 占められ るべ きこのような個所 にスギが天然 によ く発達 してい ることは
林施 業上 に も意義が大 き く,こ のよ うな森林 の植生 およびSuccesionに つい て今後調査検討 したい
考え てい る。
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付 記:本 稿 で 用 い た 植 物 の 学 名 は 大 部 分 大 井 の 日本 植.物誌(1953)に よ った が 一 部 牧 野 の 日本 植 物 図鑑(1
お よび 羊 歯 類 は 北 村 ・村 田 の原 色 日本 羊 歯植 物 図 鑑(1964)に よ った 。
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 Rsui\4
I) We had taken 100 plot which was decided by simple randum sampling method from  MO' 
  natural forest stand of Kyoto Univ. Forest, in Ashu, Kyoto in 1964. Each plot had 0.1  hi 
  in size. 
   We carried out so called timber cruise in which the measurements were recorded of  all                                                                                        .1: 
  trees above 10 cm DBH about 63 sample plots of 100 plots. And moreover we had  taken 
  3 small plots which has  25m' in size in each plot and investigated the vegetation of  shr04 
  and  herbs. 
II) The following associations were recognized as the result of the investigation about  shrill'', 
  and herbs and from the report performed  before. 
 1)  Saseto-Fagetuni crenatae Ass.  table-1 
    This association develops on the upper part of the mountain side. 
  a) Subass. Rhodoretosum Ass. table-2 
     This subassociation is found on the rocky steep face. 
  b) Subass.  pierietosum Ass. table-3 - 
     This subassociation is found on the southern steep side near the ridge. 
 2) Lindereto-Fagetum crenatae Ass. table-4 
    This type of beech forest is found most frequently in this location and develops  on
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   lower part of the mountain side. 
 3) Polysticheto-Aesculetum turbinatae Ass. table-6 
 4)  Iliceto-Tsugetum sieboldii Ass. table-7 
  5) Aucubeto-Cyclobalanopsidetum stenophyllae Ass. table-8 
 6) Secondary forest Ass. table-9 
II) About 10 plots are occupied by the Sugi (Cryptomeria japonica) which grown up from 
 the layer in place of the beech. Sugi develop on the gently slope upper part 600 m above 
 the sea level, it is necessary to be investigated the plant association and the succesion of 
  such commity. 
V) We used the square root paper technique for the determination of the interspecific associ-
 ation of species by way of the most brief method. 
   We could recognize 4 groups in which the species have positive correlation one another, 
 and have negative correlation with one of another groups, and 2 groups in which the species 
  have negative correlation one by one.



